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「
学
社
連
携
・
融
合
」
の
文
言
は
、

あ
ま
り
聞
き
慣
れ
な
い
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
簡
単
に
説
明
し
て
み
ま
す

と
「
学
社
連
携
」
と
は
、
学
校
教
育
と

社
会
教
育
（
家
庭
教
育
を
含
む
）
と
が

互
い
に
相
手
の
不
足
し
て
い
る
部
分
を

補
い
合
い
、
協
力
し
合
う
関
係
の
こ
と

で
す
。
ま
た
「
学
社
融
合
」
は
、
と
も

に
重
な
り
合
う
関
係
を
表
し
て
い
ま

す
。

　
こ
れ
ま
で
の
人
権
教
育
は
、
学
校
や

地
域
に
お
い
て
熱
心
に
取
り
組
ま
れ
て

き
た
も
の
の
、
両
者
が
協
働
し
て
学
習

を
進
め
た
り
、
地
域
が
抱
え
て
い
る
人

権
課
題
を
共
有
し
な
が
ら
学
び
合
っ
た

り
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
消
極
的
で
し

た
。
し
か
し
こ
れ
か
ら
は
、
人
権
を
尊

重
す
る
『
地
域
づ
く
り
』
を
大
切
に
考

え
、
学
校
と
地
域
社
会
と
が
一
体
と
な

り
人
権
教
育
を
推
進
し
て
い
く
こ
と
が

必
要
不
可
欠
で
す
。
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◆
　
◇
　
◆
　
◇
　
◆
　
◇

　
三
郷
地
域
人
権
教
育
推
進
協
議
会
で

は
、
8
月
１
日
に
2
時
間
に
わ
た
り
、

三
郷
公
民
館
講
堂
で
弁
護
士
の
有
吉
美

知
子
さ
ん
を
お
招
き
し
て
「『
子
ど
も

の
権
利
を
保
障
す
る
こ
と
の
意
味
』
～

子
ど
も
が
安
心
し
て
生
き
て
い
く
た
め

に
～
」
と
題
し
て
講
演
会
を
行
い
ま
し

た
。
猛
暑
の
中
、
ま
た
平
日
に
も
か
か

わ
ら
ず
１
４
０
名
ほ
ど
の
方
々
に
お
出

で
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
講
演
会
で
は
『「
子
ど
も
に
寄
り
添

う
こ
と
」
は
「
子
ど
も
の
言
う
こ
と
を

そ
の
ま
ま
聞
き
入
れ
る
こ
と
」
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
真
に
子
ど
も
の
利
益
を
考

え
て
、
成
長
発
達
を
支
援
す
る
こ
と
が

大
切
で
す
。』『「
い
じ
め
か
否
か
」
は
、

い
じ
め
ら
れ
た
児
童
・
生
徒
の
立
場
か

ら
判
断
さ
れ
ま
す
。
い
じ
め
が
な
ぜ
い

け
な
い
の
か
、
子
ど
も
た
ち
に
具
体
的

に
伝
え
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
ま
た
、

周
囲
の
大
人
が
じ
っ
く
り
時
間
を
か
け

て
傾
聴
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。』
な

ど
「
子
ど
も
が
安
心
し
て
生
き
て
い
く

た
め
に
何
が
必
要
か
」
と
い
う
視
点
か

ら
、
ご
自
身
が
関
わ
っ
た
事
例
を
も
と

に
お
話
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
参
加
者
か
ら
は
『
親
の
し
つ
け
に

よ
っ
て
子
ど
も
は
変
わ
る
し
、
も
っ
と

親
も
講
演
会
等
で
勉
強
し
て
い
か
な
け

れ
ば
と
思
っ
た
。』『
子
ど
も
に
は
正
面

か
ら
向
き
合
う
こ
と
が
大
切
。
子
ど
も

と
同
じ
目
線
で
話
し
て
聞
く
こ
と
が
大

　
北
八
ヶ
岳
・
苔
の
森

　
盛
夏
目
前
の
7
月
8
日
、
佐
久
穂

町
の
麦
草
峠
、
白
駒
池
、
八
千
穂
自

然
園
等
、
北
八
ヶ
岳
の
原
生
林
や
白

樺
の
林
を
訪
れ
た
。
参
加
し
た
35
人

は
、
八
ヶ
岳
だ
け
で
５
０
０
種
類
ほ

ど
の
苔
が
良
好
な
環
境
下
で
育
つ
こ

と
で
生
ま
れ
た
、
幻
想
的
な
自
然
の

姿
を
観
察
し
た
。

　
千
畳
敷
カ
ー
ル
を
訪
ね
て

　
初
秋
の
9
月
9
日
、
駒
ケ
根
市
と

宮
田
村
に
ま
た
が
る
千
畳
敷
カ
ー
ル

の
観
察
会
を
開
き
、
36
人
が
参
加
し

切
。』『
理
不
尽
な
叱
り
方
で
は
な
く
、

き
ち
ん
と
叱
る
こ
と
に
共
感
。』
な
ど

の
感
想
が
寄
せ
ら
れ
、
70
パ
ー
セ
ン
ト

の
方
々
に
「
非
常
に
良
か
っ
た
」「
良

か
っ
た
」
と
評
価
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　
今
回
の
講
演
会
は
、
小
中
学
校
の
教

職
員
・
保
護
者
・
地
域
住
民
の
参
加
者

が
主
で
し
た
が
、
地
区
公
民
館
主
催
の

人
権
学
習
会
で
は
児
童
・
生
徒
が
参
加

し
て
、
地
域
の
方
々
と
多
様
な
価
値
観

に
触
れ
た
り
し
な
が
ら
、
他
者
を
思
い

や
る
態
度
や
様
々
な
人
と
関
わ
っ
て
生

き
て
い
く
姿
勢
を
身
に
つ
け
て
い
る
と

こ
ろ
も
あ
り
ま
す
。 

　
誰
に
で
も
居
場
所
と
出
番
が
あ
り
、

明
る
く
楽
し
く
住
み
よ
い
地
域
社
会
を

構
築
し
て
い
く
の
が
最
終
的
な
人
権
学

た
。
日
本
一
高
い
標
高
２
６
０
０
㍍

を
超
え
る
千
畳
敷
駅
（
駒
ヶ
岳
ロ
ー

プ
ウ
ェ
イ
）
に
降
り
立
ち
、
宝
剣
岳

直
下
の
カ
ー
ル
地
形
、
高
山
植
物
を

観
察
し
な
が
ら
の
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
を

楽
し
ん
だ
。

習
（
教
育
）
の
目
的
だ
と
考
え
ま
す
。

進
ん
で
人
権
学
習
（
教
育
）
の
場
に
参

加
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

（
社
会
教
育
指
導
員
　
山
田
賢
一
）

　

三
郷
公
民
館
は
年
４
回
の
「
ふ
る
さ
と
講
座
」
を
開
き
、
自
然
観
察
や
歴
史

探
訪
を
行
っ
て
い
る
。

学
社
連
携
融
合
人
権
教
育
講
演
会
を
開
催
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あ
や
め
ま
つ
り
、
芸
文
協
の
集
い
、

明
科
地
域
文
化
祭
、
総
会
の
ア
ト
ラ
ク

シ
ョ
ン
な
ど
年
4
回
の
出
演
の
ほ
か
、

老
人
福
祉
施
設
等
に
そ
れ
ぞ
れ
年
2
回

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
訪
問
を
行
っ
て
い

る
。
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
に
来
所
す
る
皆
さ

ん
が
華
や
か
な
衣
装
に
気
を
取
ら
れ
て

い
る
と
、
ラ
テ
ン
系
の
リ
ズ
ム
が
流
れ

出
す
。
ル
ン
バ
、
ジ
ル
バ
、
チ
ャ
チ
ャ

チ
ャ
と
続
く
曲
に
自
然
と
体
が
小
さ
く

揺
れ
て
い
る
。
楽
し
い
時
間
の
一
体
感

を
感
じ
る
瞬
間
だ
と
話
す
。

入
会
希
望
者
は
平
野
臨
　

69
・
２

４
１
４
ま
で

世
代
を
超
え
て
賑
や
か
に

野
菜
に
魅
せ
ら
れ
て

　
　
　
　
農
業
体
験
講
座

大
歓
声
の
な
か

　
穂
高
神
社
御お

ふ
ね船
祭
り

私は一生懸命衣
装
を
変
え
て
ス
テ
ッ
プ
を
踏
み
は

じ
め
る
と
、
日
常
の
生
活
と
異
な
っ
た

世
界
が
心
の
中
に
広
が
っ
て
い
く
。

ご
主
人
の
転
勤
9
回
、
全
国
を
回
っ

て
き
て
落
ち
着
い
た
の
が
明
科
荻
原
、

3
人
の
子
ど
も
は
社
会
人
、
ダ
ン
ス
ク

ラ
ブ
会
員
募
集
の
チ
ラ
シ
に
出
会
っ
た

の
が
13
年
前
。
相
模
原
に
い
た
時
足
型

（
踊
る
と
き
の
基
本
的
な
足
の
運
び
方
）

を
練
習
し
て
あ
っ
た
の
で
た
め
ら
わ
ず

入
会
し
た
。

今
は
16
人
の
ク
ラ
ブ
員
と
と
も
に
毎

週
日
曜
日
午
後
7
時
か
ら
9
時
半
ま
で

明
科
公
民
館
で
ス
テ
ッ
プ
を
踏
ん
で
い

る
。
今
年
か
ら
ク
ラ
ブ
の
副
会
長
を
務

め
、
多
忙
で
は
あ
る
が
日
々
が
楽
し
い

と
、
明
る
い
声
で
話
し
て
く
れ
た
。

原 きくいさん
明科社交ダンスクラブ副会長

（明科荻原）

北
小
倉
地
区
は
、
三
郷
14
地
区
の
北

西
に
あ
り
、
南
小
倉
、
東
小
倉
と
境
を

接
し
、
北
は
堀
金
地
域
の
田
多
井
地
区

に
隣
接
し
て
い
る
。
西
は
黒
沢
山
、
鍋

冠
山
山
系
の
山
林
に
繋
が
り
、
人
口
６

４
１
人
、
２
３
８
世
帯
（
２
０
１
４
年

10
月
１
日
現
在
）
で
、
果
樹
栽
培
が
盛

ん
な
地
区
で
あ
る
。

最
大
の
行
事
「
花
見
大
会
」
は
「
鎮

守
山
公
園
」の
愛
称
で
親
し
ま
れ
る「
北

小
倉
公
園
」
で
行
わ
れ
、
区
民
の
7
割

を
超
え
る
４
０
０
人
余
り
の
参
加
者
で

賑
わ
い
を
見
せ
た
。豚
汁
を
振
る
舞
い
、

詩
吟
に
バ
ン
ド
演
奏
、
カ
ラ
オ
ケ
や
ゲ

ー
ム
、
山
野
草
の
展
示
と
文
化
祭
に
も

勝
る
盛
況
ぶ
り
で
あ
っ
た
。

公
民
館
の
特
徴
と
し
て
産
業
部
が
あ

り
、
産
業
視
察
旅
行
を
開
い
て
い
る
。

今
年
7
月
「
新
潟
・
弥
彦
神
社
・
寺
泊
・

出
雲
崎
の
旅
」
を
催
行
し
、
開
館
し
た

ば
か
り
の
農
業
体
験
施
設
「
ア
グ
リ
パ

ー
ク
」
を
訪
問
し
た
。
農
作
業
や
家
畜

の
世
話
、
食
品
加
工
を
体
験
す
る
こ
と

で
、
地
域
の
農
業
・
食
文
化
を
理
解
し

地
元
へ
の
愛
着
と
誇
り
を
持
て
る
よ
う

に
、
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
幅
広
い
年

齢
層
が
体
験
で
き
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
あ

り
、
就
農
支
援
の
参
考
に
な
る
施
設
見

学
で
あ
っ
た
。

敬
老
会
等
で
の
二
胡
の
演
奏
や
Ｓ
Ｐ

レ
コ
ー
ド
鑑
賞
、
ビ
デ
オ
シ
ア
タ
ー
の

上
映
、
女
性
部
に
よ
る
寄
せ
植
え
講
習

会
も
開
い
て
い
る
。
年
2
回
、
公
民
館

報
を
発
行
し
て
地
域
の
活
動
状
況
を
発

信
し
情
報
の
共
有
に
努
め
て
い
る
。

（
北
小
倉
地
区
公
民
館
長 

松
尾
貞
夫
）

堀
金
公
民
館
は
6
月
か
ら
11
月
に
か

け
て
下
堀
地
区
田
甫
集
会
所
裏
の
圃
場

で
「
農
業
体
験
講
座
」
を
開
き
、
16
人

が
参
加
し
て
い
る
。
農
業
指
導
者
の
浅

川
利
男
講
師
の
指
導
を
受
け
な
が
ら
、

ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
の
種
蒔
き
か
ら
収
穫
ま

で
実
践
し
、
大
根
、
ア
カ
シ
ソ
、
黒
豆

の
種
を
蒔
き
、
サ
ツ
マ
イ
モ
、
白
菜
の

苗
を
植
え
た
。
サ
ツ
マ
イ
モ
は
10
月
8

日
に
収
穫
し
、
一
部
を
ふ
か
し
芋
に
し

て
秋
の
味
覚
を
味
わ
っ
た
。

ま
た
、
シ
ソ
ジ
ュ
ー
ス
を
作
り
参
加

者
で
試
飲
し
た
。

9
月
27
日
、
市
民
と
行
政
の
協
働

組
織
「
明
科
い
い
ま
ち
つ
く
ろ
う
か

い
！！
」
の
主
催
で
明
科
庁
舎
オ
ー
プ
ン

一
周
年
を
祝
う
イ
ベ
ン
ト
が
開
か
れ

た
。大

道
芸
人
の
サ
ン
キ
ュ
ー
手
塚
さ
ん

の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
で
開
幕
。
子
ど
も

た
ち
に
よ
る
ダ
ン
ス
、
市
消
防
団
音
楽

隊
の
演
奏
に
は
ア
ン
コ
ー
ル
の
声
が
あ

が
り
「
わ
が
町
明
科
」
が
演
奏
さ
れ
た
。

外
で
は
焼
そ
ば
の
早
食
い
や
、
ラ
ム

ネ
の
一
気
飲
み
に
子
ど
も
た
ち
の
人
気

が
集
中
。
明
科
高
校
生
徒
の
応
援
も
あ

り
、
世
代
一
体
感
の
あ
る
楽
し
い
１
日

を
過
ご
し
た
。

9
月
27
日
、
穂
高
神
社
の
例
祭
・
御

船
祭
り
が
秋
晴
れ
の
な
か
行
わ
れ
た
。

こ
の
祭
り
は
県
無
形
民
俗
文
化
財
指

定
に
な
っ
て
お
り
、
御
船
に
は
歴
史
場

面
の
穂
高
人
形
が
飾
り
つ
け
ら
れ
る
。

大
人
船
は
2
艘
あ
り
、
今
年
は
、
穂

高
区
の
睦ぼ

く
ゆ
う
し
ゃ

友
社
が
「
大
江
山
の
酒
天
童

子
を
退
治
す
る
源
頼
光
」、
穂
高
町
区

と
等
々
力
町
区
の
建
壮
団
が
「
佐
藤
継つ

ぐ

信の
ぶ

の
最
期
」
を
、
そ
れ
ぞ
れ
題
材
と
し

た
。町

内
を
引
き
回
さ
れ
た
子
供
船
3

艘
、大
人
船
2
艘
が
南
神
苑
に
集
ま
り
、

午
後
3
時
に
祭
典
が
始
ま
っ
た
。
氏
子

総
代
に
先
導
さ
れ
、
子
ど
も
た
ち
が
子

供
船
を
曳ひ

い
て
境
内
に
入
り
神
楽
殿
を

大
き
く
3
周
し
て
去
る
と
、
次
に
「
佐

藤
継
信
」
を
飾
る
御
船
が
入
り
2
周
し

た
。
そ
こ
に
「
源
頼
光
」
の
御
船
が
入

り
、
ぶ
つ
か
り
合
い
が
行
わ
れ
た
。
両

御
船
の
中
で
は
子
ど
も
た
ち
が
お
囃は

や

し子

を
奏
で
て
い
る
。

カ
メ
ラ
を
手
に
し
た
人
も
多
く
、
御

船
が
ぶ
つ
か
る
と
き
に
は
一
斉
に
歓
声

が
あ
が
っ
て
い
た
。

花
：
ナ
ギ
ナ
タ
コ
ウ
ジ
ュ

絵
：
加
々
美
　
豊

大人船のぶつかり合い子ども船の入場

地
区
公
民
館
だ
よ
り

北
小
倉
地
区
公
民
館

明
科
庁
舎
オ
ー
プ
ン一
周
年
記
念
イ
ベ
ン
ト

萬  人  壱  句
　
　
～
俳
句
～

学
校
の

　
　
花
壇
の
始
末

　
　
　
　
　
　
菊
日
和	

熊
　
　
倉
　
曽
根
原
　
幸
人

豊
の
秋

　
　
湯
治
の
客
の

　
　
　
　
　
　
安
曇
節	

一
日
市
場
　
安
曇
野
　
八
戒

― 

俳
句
・
短
歌
の
作
品
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い 

―

〒 399-7102
安曇野市明科中川手 2914 番地 1
教育部生涯学習課内
公民館報編集事務局　宛
TEL.62-4565　FAX.62-3525
E-mail:shogaigakushu@city.azumino.nagano.jp
次回は文化祭特集のためお休みします。
次の掲載は3月4日発行、2月4日締め切りです。

北小倉バンドの演奏

アグリパークで体験学習
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穂
高
神
社
の
嶺
宮
は
奥
穂
高
岳
山
頂

に
ま
つ
ら
れ
て
お
り
、
安
曇
野
市
穂
高

に
は
本
宮
、
上
高
地
明
神
池
畔
に
は
奥

宮
が
お
ま
つ
り
さ
れ
て
い
ま
す
。

古
代
安
曇
族
が
遠
く
北
九
州
よ
り
こ

の
地
に
定
住
す
る
こ
と
と
な
り
、
祖お

や
が
み神

と
称
え
ま
つ
ら
れ
る
穂
高
神
社
は
、
江

戸
時
代
に
は
す
で
に
天
孫
降
臨
信
仰
の

影
響
も
強
く
『
信し

ん

ぷ府
統と

う

き記
』（
１
７
２

４
（
亨
保
9
）
年
）
に
「
穂
高
大
明
神

は
往
古
神
合
地
（
上
高
地
）
穂
高
嶽だ

け

に

垂す
い
じ
ゃ
く迹
な
り
」
と
あ
り
ま
す
。
そ
の
信
仰

に
よ
り
穂
高
岳
と
い
う
山
全
体
を
崇
拝

し
て
き
た
こ
と
か
ら
、
大
正
末
期
か
ら

昭
和
初
期
に
は
小し

ょ
う
し祠
が
建
立
さ
れ
、
後

に
「
日
本
ア
ル
プ
ス
総
鎮
守
」
と
も
称

せ
ら
れ
、
多
く
の
登
山
者
を
見
守
り
続

け
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
当
初
木
造
の
祠

ほ
こ
ら

は
頂
上
付

近
の
激
し
い
風
雪
に
破
損
著
し
く
度
々

建
て
替
え
が
行
わ
れ
て
い
た
中
で
、
山

頂
に
は
穂
高
岳
山
荘
の
祠
が
ま
つ
ら

れ
、
当
社
嶺
宮
は
そ
の
下
に
ま
つ
ら
れ

て
い
る
こ
と
か
ら
目
に
付
き
に
く
く
、

近
年
、
冬
季
降
雪
に
埋
も
れ
不
浄
に
曝さ

ら

さ
れ
て
お
り
ま
し
た
。

神
社
と
し
て
は
こ
の
劣
悪
な
状
況
を

打
開
す
べ
く
昨
年
春
よ
り
山
小
屋
関
係

者
等
へ
理
解
を
求
め
、
同
山
荘
か
ら
は

全
面
的
な
協
力
を
得
て
、
山
頂
の
祠
を

山
荘
へ
移
設
、
新
嶺
宮
を
建
設
す
る
こ

と
と
な
り
、
関
係
所
轄
庁
へ
は
昨
年
初

冬
閉
山
後
よ
り
申
請
を
始
め
、
今
春
よ

う
や
く
め
ど
が
立
ち
ま
し
た
。

間
口
86
㌢
、
奥
行
96
㌢
、
高
さ
１
２

０
㌢
、
屋
根
部
分
は
当
神
社
独
特
の
形

状
を
施
し
た
石
造
り
で
、
去
る
7
月
3

日
、
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
に
よ
る
輸
送
に
よ

っ
て
６
０
０
㌔
を
超
え
る
石
祠
が
無
事

設
置
が
か
な
い
、
同
行
し
た
神
職
等
に

よ
り
遷
座
祭
が
斎
行
さ
れ
ま
し
た
。

27
日
に
は
記
念
登
拝
が
行
わ
れ
、
参

加
者
約
30
人
が
祝
い
ま
し
た
。
ま
た
、

元
の
嶺
宮
は
本
宮
境
内
へ
移
設
さ
れ
、

嶺
宮
遥よ

う
は
い
じ
ょ

拝
所
と
し
て
ま
つ
ら
れ
る
べ
く

計
画
さ
れ
て
い
ま
す
。

　（
穂
高
神
社
　
祢ね

ぎ宜
　
保ほ

そ

ん尊
　
勉

つ
と
む

）

「
堀
金
ラ
ー
ジ
ボ
ー
ル
卓
球
ク
ラ
ブ
」

は
２
０
０
４
年
4
月
に
結
成
し
10
年
の

歴
史
を
刻
む
市
内
唯
一
の
ラ
ー
ジ
ボ
ー

ル
専
門
の
卓
球
ク
ラ
ブ
で
あ
る
。
20
代

か
ら
80
代
ま
で
幅
広
い
年
齢
構
成
で
31

人
の
会
員
が
毎
週
2
回
の
練
習
日
に
ラ

リ
ー
や
ゲ
ー
ム
を
楽
し
ん
で
い
る
。

規
約
の
最
初
に
「
生
涯
に
わ
た
り

ラ
ー
ジ
ボ
ー
ル
を
使
用
し
た
卓
球
を
楽

し
み
、運
動
不
足
を
解
消
す
る
と
共
に
、

ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
て
地
域
住
民
の
融
和

と
交
流
を
図
る
」
と
、
明
確
に
趣
旨
を

う
た
っ
て
い
る
。
50
年
に
及
ぶ
硬
式
卓

球
生
活
を
送
っ
て
き
た
ベ
テ
ラ
ン
や
、

初
め
て
ボ
ー
ル
に
触
れ
る
初
心
者
も
い

て
、
ス
ポ
ー
ツ
が
で
き
る
喜
び
を
享
受

し
な
が
ら
健
康
を
楽
し
ん
で
い
る
。

ラ
ー
ジ
ボ
ー
ル
卓
球
は
、
競
技
者
以

外
の
一
般
市
民
へ
の
卓
球
の
普
及
を
目

標
に
、
日
本
卓
球
協
会
が
１
９
８
８
年

に
新
卓
球
と
し
て
規
約
を
制
定
し
発
表

し
た
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
で
あ
る
。
喫
茶

店
の
片
隅
で
普
段
着
の
ま
ま
気
楽
に
親

大
自
然
の
驚
異
と
人
の
力
を
思

い
知
ら
さ
れ
る
出
来
事
の
目
に

付
く
機
会
が
多
く
な
っ
た
◆
登
り
歩
い

た
記
憶
が
わ
ず
か
に
残
る
御
嶽
山
の
突

然
の
噴
火
や
、
巨
大
台
風
の
襲
来
と
、

自
然
が
起
こ
す
災
害
は
後
を
絶
た
な
い

◆
自
然
界
は
、災
い
ば
か
り
で
は
な
く
、

人
類
を
潤
す
稔
り
の
大
地
で
あ
り
、
宇

宙
で
は
皆
既
月
食
の
神
秘
を
見
せ
た
り

も
す
る
◆
人
類
の
英
知
も
豊
潤
で
日
本

の
偉
人
達
に
よ
る
光
の
発
見
が
21
世
紀

を
照
ら
す
◆
誕
生
10
年
を
迎
え
る
安
曇

野
市
を
照
ら
す
光
は
、
故
郷
に
生
き
る

人
々
の
輝
き
だ
◆
世
代
を
超
え
て
受
け

継
が
れ
て
き
た
、
何
処
ま
で
も
深
い
安

曇
野
の
自
然
の
中
で
。（
Ｔ
・
Ｙ
）

し
め
る
イ
メ
ー
ジ
と
は
違
っ
て
き
た

が
、
ボ
ー
ル
の
直
径
が
硬
式
よ
り
4
㍉

大
き
い
44
㍉
、
重
量
は
2.7
㌘
で
5
㌘
軽

く
、
2
㌢
高
い
17
・
25
㌢
の
ネ
ッ
ト
の

た
め
ス
ピ
ー
ド
が
出
ず
、
ラ
ケ
ッ
ト
は

表
ソ
フ
ト
ラ
バ
ー
で
、
回
転
量
が
少
な

く
ラ
リ
ー
が
続
く
の
で
中
高
年
の
愛
好

者
が
多
い
。

市
民
ス
ポ
ー
ツ
祭
、
県
選
手
権
等
で

入
賞
者
を
輩
出
す
る
一
方
、
毎
年
ク
ラ

ブ
内
の
シ
ン
グ
ル
ス
大
会
、
ダ
ブ
ル
ス

大
会
を
開
き
、
冬
季
は
ク
ラ
ブ
内
で
団

体
チ
ー
ム
を
編
成
し
、
リ
ー
グ
戦
を
開

い
て
盛
り
上
が
り
を
み
せ
て
い
る
。
地

区
体
協
に
加
盟
し
て
運
動
会
等
の
行
事

に
参
加
し
、
ア
ル
プ
ス
花
街
道
等
、
地

域
の
活
動
も
行
う
。

会
長
　
　
山
口
　

73
・
４
３
５
０

事
務
局
　
猿
田
　

73
・
４
６
６
０

ヘリコプターで降ろされる 600㌔の石祠

無事設置された嶺宮

グ
ル
ー
プ
紹
介

堀
金
ラ
ー
ジ
ボ
ー
ル
卓
球
ク
ラ
ブ

欅

古
き
を
尋
ね
て

⑮
穂
高
神
社
嶺み
ね
み
や宮


